
ネット投票は実現できるのか



なんでもオンラインでできる時代



• 買い物 
• 音楽/映画 
• 打ち合わせ 
• 銀行 
• 株式売買 
• 行政サービス（住民票など）
…



なぜ投票はオンライン化しないのか



世界の事例



実は 
先進国はどこも実現していない



実現できているのは【エストニア】のみ

•人口約１３０万人（≒福岡市） 
•電子国家 
•ITスタートアップ企業が好調 
•Skypeの母国



ネット投票の壁



システム上の「壁」★★☆☆☆ 

公平性の「壁」★★★☆☆ 

選挙戦略の「壁」★★★★★

立ちはだかる3つの壁



システム上の「壁」



システム上の「壁」

システム障害

【事例】岐阜県可児市議選（2003年）

サイバー攻撃



岐阜県可児市議選（2003年）

• 電子投票のシステムがダウン→投票がストップ 

• 最大１時間半程度投票が停止、帰ってしまう人も多数

選挙結果をめぐり裁判となり「選挙無効」の判決が確定

「システム障害が起こったら選挙やりなおし」 
という実例による萎縮



システム上の「壁」

システム障害

【事例】岐阜県可児市議選（2003年）

サイバー攻撃

障害が起こったら困るシステムは無数にあるが 
それを克服しながら稼働を続けている現実▶



公平性の「壁」



公平性の「壁」

他人の意思で投票させられることをどう防ぐか

結果が正しいと言える公平性の根拠

▶ 出口調査の結果との照らし合わせ

▶ 期間内の上書き再投票を可能にする
•期限ギリギリでの集団投票 
•代理投票の可能性



選挙戦略の「壁」



選挙はめちゃくちゃ戦術勝負！



票をたくさん取ったひと 
＝ がんばったひと



山田太郎 加藤花子

情勢調査



山田太郎 加藤花子 鈴木ヒロシ



選挙戦略の「壁」

【浮動票】が少ない選挙は戦いやすい

選挙はめちゃくちゃ「戦略的」

投票率をコントロールして戦いやすくしている？

投票率が低い　→　浮動票が少ない
投票率が高い　→　浮動票が多い





政治家の思う壺にならないために 
選挙へ行こう



余談：候補者の選び方



選挙公報から読み解く 
「選んではいけない人」



「選挙公報」とは
選挙が行われる地域の有権者に 
必ず配布される新聞のようなもの。

立候補者は指定枠内で自由に表記可能。 
載せるかどうかの選択も可能。



選んではいけない人の４定義

70～75オーバーのおじいちゃん

過去の自分が大好きな人

ぼやっとした公約しか挙げていない人

デザインと写真をプロにお任せしていない人



あとは残った中から好きな人で。
• 政策が魅力的 
• 何かやってくれそう 
• 若い 
• 家が近所 
• 顔が好み
…


